
国‐05‐国‐高専‐問‐03

 eq \o\ac(□,３)
次の文章を読んで、後の問いに答えよ。

（注１）eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ぢやう),貞)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(きやう),享)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(きのえ),甲)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ね),子)秋八月、（注２）江上の破屋を出づる程、⑴風の声そぞろ寒げなり。
野ざらしを心に⑵風のしむ身かな
貞享元年、eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(まつ),松)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(お),尾)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ば),芭)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(しよう),蕉)四十一歳の秋、いわゆる『eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(かつ),甲)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(し),子)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ぎん),吟)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(こう),行)』の旅に出る時の吟である。これから長い山河の旅に出るのだが、さほど頑丈でもないこの身は、いつ野山にのたれ死にをして、雨風に（注３）eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(どく),髑)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ろ),髏)をさらすことになるかもしれない。そのことを心に思いながら、いま江戸のeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(そう),草)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(あん),庵)を出立しようとするが、初秋の風がことさらに身にしみてわびしい思いがＡするというのである。「身にしむ」という言葉は、秋の季語である。

たたずめば身にしむ水のひかりかな
久保田万太郎

などというのもある。「身にしむ」というのは、身内に深く感ずる、感染する、という意味だが、これが季感を持つに至ったのは、歌人たちが詠んできた伝統によってである。万葉の歌にも既に出てくるが、平安朝の中ごろから歌人たちに愛用され出した。初めは季節とア関係なく詠んでいるから、春の歌も秋の歌もあり、無季の歌もあった。だが、次第に秋の歌が圧倒的に多くなってきて、ことに、「秋風は身にしむばかり」「秋風の身にしむeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(よ),夜)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(は),半)の」「身にしむ秋の風」などと、主として秋風について言うようになった。eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ふじ),藤)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(わらの),原)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(しゆん),俊)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ぜい),成)の歌、

夕されば野辺の秋風身にしみてeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(うづら),鶉)鳴くなり深草の里
（千載集）

が名歌としてeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(けん),喧)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(でん),伝)されてからは、この歌の連想を伴わないでは、Ｂ考えられないくらいになった。だが、風だけではなく、梅の香が身にしむとか、eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(しか),鹿)の声が身にしむとか、身にしむ秋の恋とかいった例もあって、⑶一概には言えない。
eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ちよく),勅)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(せん),
)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(しゆう),集)の秋の部に入れてある例は、多くは、上下二巻ある秋の部の、下巻の方に入っていて、そのことは、「身にしむ」の例歌が、おおかた深秋・晩秋の季節のものであることを証している。身内に深く感ずるものは、秋の「もののあはれ」あるいはeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(せき),寂)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(りょう),寥)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(かん),感)である。

当時の宮廷貴族の生活で理想とされたのは、「心ある」という状態である。実生活上では、思いやりがあること、理解力・判断力に富んでいることで、趣味・イ芸術の上では、美的情趣を解することである、別の言葉でＣ言えば、物のあわれを知ることであり、世の中のこと、人の心の奥のすみずみまで知り、物の道理をわきまえることである。紳士のウ最高の教養だったと言ってもよい。

ところで平安末期になると、⑷それがいちじるしく感傷性の方へ傾斜してくる。秋のあわれを知ることは、心ある人士の当然の要件であったが、何にでもすぐほろりとなる涙もろさが強調されてきた⑸きらいがある。そういう当時の情緒生活を背景として、「身にしむ」という言葉の含蓄も、＊復雑なニュアンスを帯びながら固定してきた。「身にしむ」とは、何よりも、秋のあわれを身内に深く感じ染ませるということで、秋のあわれは、まず秋風が告げ知らせるものだから、ことに秋風についてＤ言うようになってきた。言わば、ウェットの極致の心情が、「身にしむ」なのである。

（注４）eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(はい),俳)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(かい),諧)になると、それらが和歌に比べて、よほどドライな芸術だったから、また感じが変わってくる。秋のあわれという感傷性よりも、秋の冷気を主調として、より対象的・即物的・感覚的に受け取られるようになってきた。エ湿潤な和歌的eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(じよ),抒)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(じよう),情)の否定の上に、俳諧の客観的態度が確立された結果、季語がそのニュアンスを変えてきた一例である。

身にしみて大根からし秋の風
松尾　芭蕉

などという句を見ても、深秋の冷気の感覚をまず受け取るのである。そして、「野ざらし」の句のように、「eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(すさ),冷)まじ」という感じにも使っている。だが、秋という先入観念から、観念的に秋の初風の冷ややかさを「身にしむ」と感じた句の例もないわけではない。結局、この季語は、秋のあわれを基にしたその感傷性をオ完全に脱することはＥできないのである。

（eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(いわ),岩)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(た),田)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(く),九)

eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(ろう),郎)『芭蕉の俳句俳文』・ eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(やま),山)

 eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(もと),本)

 eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(けん),健)

 eq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(きち),吉)『ことばの歳時記』による）

（注１）貞享甲子＝貞享元年（一六八四年）。

（注２）江上の破屋＝江戸の隅田川のほとりのあばらや。芭蕉庵。

（注３）髑髏＝雨風にさらされて肉の落ちた頭骨。

（注４）俳諧＝室町時代末期に生まれた文芸、俳諧の連歌のこと。現代の俳句につながる。

問１
本文中の、⑴風の声そぞろ寒げなり。の意味として最も適当なものを、次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
風の音もそれほど寒そうではない。

イ
風の音もぞっとするほど寒く感じることだ。

ウ
風の音もなんとなく寒そうである。

エ
風の音もことさらに寒さを強調しているようだ。

問２
芭蕉の句の中に、⑵風のしむ身かな　とあるが、この時、芭蕉はなぜそう感じたのか。その理由として最も適当なものを次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
先ほど眺めた野ざらしのことは人には言うまいと心に秘めておくことがeq \* jc0 \* hps9 \o(\s\up 8(つら),辛)くなったから。

イ
折からの秋風に、年来の病気がぶりかえすのではないかという不安にかられていたから。

ウ
風雨にさらされた髑髏を見て、吹きわたる秋風の寒さがしみじみと身にしみ渡ったから。

エ
この旅では、自分が野ざらしになるようなこともあるかもしれないと覚悟していたから。

問３
本文中に、⑶一概には言えない。とあるが、何が「一概には言えない」というのか。最も適当なものを次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
｢身にしむ」という言葉は主として秋風について言われているということ。

イ
｢身にしむ」という言葉は俊成の和歌を抜きにしては考えられないということ。

ウ
｢身にしむ」という言葉は季節に関係なく和歌に使われるのが普通だということ。

エ
｢身にしむ」という言葉は梅、鹿、恋といったものにも言われているということ。

問４
本文中の、⑷それ　の指し示す内容として最も適当なものを、次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
紳士の最高の教養

イ
｢心ある」という状態

ウ
心ある人士の要件

エ
何にでもすぐほろりとなる涙もろさ

問５
本文中の、⑸きらいがある。の意味として最も適当なものを、次のアからエまでの中から選び、記号で答えよ。

ア
欠点がある
イ
事実がある

ウ
錯誤がある
エ
傾向がある

問６
本文中の　線を引いたアからオまでの語の中から、他の四つと語の構成が異なるものを一つ選び、記号で答えよ。

ア
関　係
イ
芸　術
ウ
最　高

エ
湿　潤
オ
完　全

問７
本文中の、＊複雑な　と同じ活用形のものはどれか。本文中のＡからＥまでの中から一つ選び、記号で答えよ。

Ａ
思いがするという
Ｂ
考えられない
Ｃ
言えば

Ｄ
言うように
Ｅ
できないのである。
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